
国際学術交流

1.1主|際学術交流の現状

当研究所がここ数年継続して行っている郊外国との共

同研究には、特別研究として次の 2件がある。

1)南アジア仏教泣跡の保存猿制1Iに附する基礎的研究

2 )アジアにおける古代都城遺跡の研究と保存に|則す

る研究協力

また、文化庁が実施する「アンコール文化遺産保税共

同研究」も当fdf先月fが協力 しており、本年で 6"r目を迎 トヲルステーションモ用いた佳宮E号富般の実測風景

えた。さらに、文部省科学研究資補助金と して次の4件 日の 2EIIII]当研究所で尖施した。内容は、日本における

を国際共同研究として実施した。 史跡およびJjl¥蔵文化財の保存と泣跡i事物館の現状などに

1)中国古墳壁画の総合的調資と保存法の|品l発研究 ついて見学と秘義を行った。パキスタン、タンザニア、

2 )附総務文化の交流に|刻する科学的研究 グアテマラ、チリ、マケドニ7からの6名であった。

3 )中園長白山の巨大I噴火年代と湖海に|則するI，lo給年 (工楽善通)

代学的m~允

4 )日純古代における埋葬法の比較研究 2. '1'[，，1相会科学院考古研究所との共同研究

当研究所が外国の諸機関 研究者と行う学術交流も 当研究所は特別研究 「アジアにおける古代都域泣跡の

近年は特に多岐におよび、ほとんど会l止界的なものにな 研究と保イIに附する併究協)JJの-mとして、 中国社会

ってきた。1998年度には、当研究所がm刺した研究者、 科学院考古研究所と共同研究を進めている。

および先方の研究目的での来訪者は;¥1'15ヶ|主l、延べ65人 98""皮は相 1:(2号宮殿の第 2次捌査として、 IE殿北の

であり 、当研究所から外国への1.1.¥張者は17ヶ図、延べ以 後般の発抑制貨を行った。削訟は981，1'-司秋と991，Io春の 2llil 

人にのぼっている。来訪者は奈文研の特別研究、科学研 に分けて尖脳し、秋は 3名、宇佐は4名の研究只をそれぞ

究質問際学術研究、 匡l際交流基金、(1M)日本国際協)) れ派遣した。前調IJについては、本書4-6頁を参!!自され

センターの招きによるもののほか、先方機|則からの来訪 たいが、絞':iJ2号"E(殿はJE殿、後股がm:1ヒに並ぶ、 i史長

者である。 安城でも膏iをみない桃浩であることが判明したことは、

自治体聡員協力交流事業特別研修 地方公共閲体、自治 大きな成栄である。なお、 981，1'Uには劉足並u刷所長 (当

省および(Jl~) 自治体国際化協会が行う「自治体l俄日協力 11寺)ほか5名の中国側研究uが米円して諮Wi会を行った。

交流事業」にもとづき、海外から文化財保護|則係機|則の 今回でi位長安J成の共同調:i'f.は 2年目を終えたが、調査

験日を受け入れて、研修を行うもので、文化庁およひ'l:r; 1，1体は円滑に進行できるようになった。今後さらに調資

機|則が協力しているものである。当研究所も1996"!'!立か 法や造物のJ[Rり微い、 iJliJ'1止手法など基本的な考え方の而

ら受け入れを実施しており 、本年は予告r:，Ulitと宮城県が'立 で曲11断をなくしていくことが求められる。98"1'皮は新た

け入れた阪商省考古研究所の 2名と、山口県が受け入れ な試みとして、トータルステーションを用いた制査区全

たはl東省博物E官の 1:名が9月7日から II日まで特別研修 体にわたるi立構のiJllJi止と尖iJllJを行った。

を受けた。わが悶における文化財行政の現状、保干'{.科学、 また、 Z，IIJ!藍相氏は98年秋に所長に就任され、 99年春に

↑内戦処理!等について研修をしたほか、平城宮跡、 l除}J;tifJ 就任したl町III所長とともに、 Rrl"両国における総活者が

跡、飛X~資料館等の見学を した。 所長としてJ削1Iにあたることとなった。これまでその任

(財)日本国際箇力センターが実施する「憎物館技術コース」 にあった任式市、旺I.'t-.啄両liiJ所長の労に感謝するととも

への協力 標記の研修の一部を引き受けて、 9月29.30 に、研究のさらなる発展をJYJ待したい。 (玉田芳英)
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3 . 迎j~【省文物考古研究所との共同研究

鉄総JJt.びその他の金属協の保存研究を淑:mとしたi立時i

省文物考古研究所との共同研究も 3~ I' 日を迎えた。 今年

度は、まず、日本側が、発捌調査中の刷瞬洞i立湖、に赴き、

金属総~'~;の出土状況を具体的に担保した。 刑事面洞ill跡か

ら出土した金属機については、従来から、良好な保存状

態であることが知られていたが、現地では、銀、l*f・ i'i銅

総のみならず、人)~f 等も良好な状態で残っていた。 今回

の捌査により、これには、アルカリ土様という追跡の環

境が関係していることが縦認され、 ill物の保存状態と泣

跡の土峨環境との|刻辿について、 A嬰な剣l見を仰ること

ができた。

銀、l*fの保存処理!については、 IJj土遺物の共同研究を I~I パガンシンビーシンの建物修復

的に、 認を文研での研修と巡I事省文物考古研究所における 4 砕jアジア仏教遺跡の保存戦術に|則する

技術指瀞を尖施してきたところであるが、今年度は、特 ~Ji俗的純資研究

に鋭品!ttEIの製fi'技法について、 X線CTをmいた分析を試 この研究はミャンマー述サ11文化省考古局との共同研究

みた。しかし、 'tt科が大きすぎたため、X線の透過性が懇 であり 、5il.:目となった。これまで主として研究者の交

く、 l則 l僚な結巣が符られなかった。今後、彼片~~;の小さ 流を行ってきている。本年は、共同研'先のミャーンマー側

な資料について検討を進める予定である。また、背銅製 の資任者である考古局長ニョンハン氏、考古局マンダレ

品の保存処理!についても、恭本的な技術指場を衆文研で ー支局副長ソールウイン氏、ヤンゴン大学歴史研究セン

実施した。 ター研究員サインミン氏を紛糊した。ニヨンハン氏は

卵刷l嚇鰍t和郡澗ilJj泣I立n，跡事では、 3初0ωO;JI恭Lを越える基墓Lが、 かなりの規目則リ I凶99ω9年2月3-24川1:1まで22日11川11川i)，、I古~.代苛寺宇 |院淀.都減i辿世蹴、の

性をも つて築かれており、 今後、そのh悦V官~;逃匙やH時寺代的変巡 発4掘溜 保干存f!絞1舷在備方法などについて1芯3

等のi近[立I跡跡.に|閃則する考考苧里祭詰、l山11土i遣t立I物の分析、保存処1.mにつ ールウイン氏・サインミン氏は 2H3日-3月24日まで

いて、共同研究を進めていく ことになる。 50日111]で、主に飛鳥藤原宮跡先揃1:湖査部が笑施している

なお、10-11月には、中図仰l一行が来日し、出土ill物に 発掘現場において、調査研究方法や測量方法などにつ

|則する日中の比較検討を行うとともに、発狐.i¥III査成果を いて只ー体的な意見交換 ー検討を行った。

中心とした、「泣箪考古のi詰新成栄Jと泌するi慨がf会を1m 者詩文抗Jfからは、安凹・岩，k・森本の3名が1999"1'1月

1mした。

闘騒洞遺蹄
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(小林謙一) 24EI-2月4EIに、考古局とマンダレー パガンーピュ

ーを訪れた。著名なインワill跡1咋 ベイダノ泣跡 ーシュ

リケトラi立跡などの他、マンダレー郊外の青銅撚 .jニ協

を則非する基1作であるナウンガン追跡やパガン近郊の旧

石器l時代ill跡(タンタウンゴレ)・新石総時代遺跡、(レッ

パンチーボー)などの;湖資・務備状況をみることができ

た。またパガンでは、仏教遺跡の1!rJji(整備が急ピッチで

進められており 、その修復現場や主張追跡について調査

する ことができた。

これまで紛料した研究者は10名を位え、各地の考古学

湖査のi't任ある立場でi舌j~! さ れており、共同研究の成採

があがりつつある。 (安田穏太郎)



5. アンコール文化遺産保護共同研究苛l ~来

1$)98年度は、 J995(，Fに発見されたタニ?抑制作の予備訓

授のl止終年度で、地形iJllJ:l;t図の最終チェアクのため、 8

flげ1:1-8月29日のJi¥J、第l問日現地制作を行った。こ

の現地湖特によ って然、跡鮮の地形l韮lが完成し、編集作業

と解設11冊子の何成を始めた。12月15El-12刀21JJには第

21副目の現地調貨として、文化庁特需 『いま !I止持ill，lI'i.
への旅jでタニ窯跡併を取材するための淵幣と協力を現

地で行っ た。 ~~ 3四日の現地捌査は 2J'112FI-2 Jl201.1 

のJi¥Jに行い、 1999(，1;1.主に行う発品ii湖資の体制郁備を行っ

た。

1{jJI'，~ ' 1 ~業は例年通り王立芸術大学卒業'1ュ 3 名を lon 5 

EI - 1 2J'124 日 の81 日 JiiJt1J Wlj した。 問じIL~JYI にロ ン ドン大

学からElizabethMoore氏を抑制し、文化庁の抑制で米H

rjrのAngChoulean氏とI!I際セミナーを1I J'I 27日に研究所

で行った(本ill57頁参!問。 (西村康/杉山 洋)

9ニ窯蹄群A群地形測量図 1: 700 
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